
きらっ子ルームおおくぼオープン（5月）

災害時要援護者支援事業の実施
個別避難支援計画書作成開始（11月）

KODOMOラムサール
〈谷津干潟〉湿地交流（6月）

高機能消防指令センターオープン（3月）

習高ボクシング全国連覇（8月）

写真提供：㈲写真の泰成

ドイツ捕虜オーケストラ碑完成（11月）

習高全日本吹奏楽コンクール金賞受賞（10月）

というまの

写真提供：㈱フォトライフ
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「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
と
輝
き
を
も
っ
て
自
己
実
現
で
き
る
ま
ち
習
志
野
」
の

実
現
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
、
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
し
た
施
策
を
積
極
的
に
展

開
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
を
、
グ
ラ
フ

を
用
い
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

Q1
市
民
一
人
あ
た
り
の
市
税
収
入
と

支
出
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
？

A1
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た

市
税
と
支
出
を
比
較
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

Q2
市
税
収
入
に
比
べ
て
支
出
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
そ
の
差
額
は
ど
う
し

て
い
る
の
で
す
か
？

A2
国
・
県
支
出
金
や
、使
用
料
な
ど
の
ほ

か
、
銀
行
等
か
ら
の
借
入
れ
で
補
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
市
民
一
人
あ
た
り

の
借
入
金
額
は
1
5
，7
1
1 

円
で
す
。

Q3
借
入
金
な
ど
の
市
の
債
務
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
で
す
か
？

A3
市
全
体
の
債
務
残
高
は
850
億
円
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
一
人
あ
た
り
の

金
額
に
す
る
と
、5
3
8
，4
1
1
円
で

す
。
左
の
債
務
残
高
の
グ
ラ
フ
で
一
般

会
計
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

億円

■公共下水道事業特別会計■一般会計
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一
般
会
計
の
債
務
残
高
は
502
億
円
で
、

一
人
あ
た
り
の
債
務
残
高
は
3
1
8
，

0
0
7
円
で
、昨
年
よ
り
2
0
，
0
7
7

円
減
少
し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
借
入
金

は
、
都
市
基
盤
整
備
や
施
設
の
改
修
工

事
の
費
用
を
将
来
利
用
す
る
人
に
も
負

担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
借
入
れ
を
行

う
も
の
で
毎
年
返
済
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
借
入
金
が
多
く
な
り
す
ぎ
る
と

返
済
に
追
わ
れ
、
他
の
事
業
を
行
う
余

裕
が
な
く
な
り
ま
す
。

Q4
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
い
る
の
で
す
か
？

A4
平
成
22
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

す
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン（
平
成
18
年

度
改
訂
）で
は
、借
入
金
総
額
を
776
億
円

以
下
に
す
る
目
標
を
掲
げ
、
財
政
の
健

全
化
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す（
具
体
的
な
計
画
等
に
つ
い
て
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー〈
市
役
所
第
四
分
室
１
階
〉に
お
い

て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

支出内訳

人件費 78,707円 職員の給料や議員報酬など

物件費 55,253円 施設の維持管理費や物品の購入など

公債費 28,869円 借入金の返済など

普通建設事業費 28,505円 建物の建設や道路、公園の整備など

扶助費 29,235円 生活困窮者や児童などへの援助

その他 52,796 円 下水道特別会計への繰出金など

市税収入 163,313 円
一人あたりの市税

（昨年より 11,202 円増）

支出 273,365 円
一人あたりの金額

（昨年より 14,246 円増）

人口 15万 7,893 人
（平成 20 年 3月末現在・住民基本台帳）

一人あたりの市税は 163,313 円で、
県内では多いほうから11番目です。
（県内全 36 市中）

一般会計・特別会計決算総括表
会計名 収入 支出

一般会計 447億 5,321万円 431億 6,241万円
特別会計 368億 433万円 364億 6,136万円

内訳

国民健康保険 122億 6,870万円 121億 7,115万円
公共下水道 106億 7,028万円 106億 7,013万円
老人保健 81億 7,807万円 81億 4,457万円
介護保険 56億 8,728万円 54億 7,551万円

合計 815億 5,754万円 796億 2,377万円 市
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク

市
の
家
計
簿
チ
ェ
ッ
ク

総務費　62億7,212万円　14.5%
市役所管理や市民団体育成などの費用
•新津田沼駅のバリアフリー化整備
•コミュニティバスの実証運行を開始

衛生費　35億9,224万円　8.3%
健康診断、ごみ処理などの費用
•新生児、産婦の保健師訪問対象を拡
大
•合葬式墓地の募集開始

土木費　66億8,768万円　15.5%
道路、公園などの費用
•ハミングロード再生実施プランに
基づく各種工事を実施
•京成津田沼駅周辺の
　歩道バリアフリー化

民生費　112億819万円　26.0%
高齢者福祉、子育て支援などの費用
•民間保育園のかすみ保育園オープ
ン
•「きらっ子ルームやつ」オープン
•子どもの医療費助成や父子家庭支
援手当等の制度を拡充
•「セーフティネット構築」に関する
施策の実施

その他　18億2,988万円　4.2%
議会運営、商工振興などの費用
•ホームページによる市内求人情報
の提供

6,241万円
431億
支　出
一般会計

市税　57.6％
257億8,603万円

使用料など　4.9％
22億1,888万円

その他　13.1％
58億5,167万円

地方交付税など　9.2％
40億6,974万円

国・県支出金　9.7％
43億4,623万円

市債　5.5％
24億8,066万円

自主財源　338億5,658万円　75.6％
皆さんから納めていただく税金など

5,321万円
447億
収　入

依存財源　108億9,663万円　24.4％
国・県から交付されるお金や借入金など

一般会計

平成19年度
決算の概要

問合せ 財政課

決  算
Q&A

教育費　67億9,470万円　15.8%
学校、公民館、図書館などの費用 
•学校施設のアスベスト対策および
大規模改造事業の実施
•全小学校の特別教室の授業用パソ
コン機器を一人一台化

公債費　44億4,041万円　10.3%
借入金（市債）の返済金
（利子7億5,093万円含む）

消防費　23億3,719万円　5.4%
消防、防災などの費用
•高機能消防指令センターの整備 
•市内施設49カ所に設置した
　AEDの全てを小児対応化

平成19年度決算の概要

※市ホームページにも平成19年度
　決算の概要を掲載しています。

？

コミュニティバス
の実証運行を開始

きらっ子ルームやつ オープン

広報習志野　2008.12.15

23 習志野市役所
☎（451）1151



市の決算（2～ 3ページ）では、その年のお金の動きを表しています。それに対して、バランスシートは、どの
くらい資産が増えたのか、その市民負担がどうなっているのか、現金以外の動きを表しています。資産形成の歩み
とその負担を一覧表でわかるようにし、世代間の受益と負担の比較をするものです。

（単位：万円）
借方 貸方

［資産の部］ ［負債の部］

⒈有形固定資産（ア）…………………
⑴総務関係（庁舎分室など）
⑵民生関係（保育所・福祉センターなど）
⑶衛生関係（清掃工場など）
⑷労働関係（勤労会館など）
⑸農林水産業関係（農道など）
⑹商工関係（商店街街路灯など）
⑺土木関係（道路・公園など）
⑻消防関係（消防庁舎・消防車など）
⑼教育関係（幼稚園・小中高校など）
⑽その他（議会バスなど）
　 〈うち土地

⒉投資など……………………………
他団体への出資金
特定の目的のために積立をしている基金

⒊流動資産……………………………
現金、未収金　上記以外の基金

1,786億9,100
31億9,100
64億0,000
164億8,800

4,700
5,200

1億2,000
1,043億6,800
15億7,700
463億6,300

8,500
1,005億9,200

41億4,900

57億7,700

（対前年度）
（-0.9%）
（-3.1%）
（-2.3%）
（-5.0%）
（-6.0%）
（-5.5%）
（-0.8%）
（-0.6%）
（22.3%）
（-0.1%）
（-2.3%）
（-0.2%）〉

（-17.3%）

（-9.6%）

負債合計………………………………
⒈固定負債……………………………
⑴地方債（イ）
⑵開発公社などへの債務（ウ）
⑶退職給与引当金（エ）

⒉流動負債……………………………
翌年度償還予定の地方債

［正味資産の部］

正味資産合計（オ）……………………
⒈国庫支出金…………………………

⒉都道府県支出金……………………

⒊市税など……………………………

563億8,200
523億7,200
343億7,700
93億3,700
86億5,800

40億1,000

1,322億3,500
230億3,100

83億7,900

1,008億2,500

（対前年度）
（-5.2%）
（-5.9%）
（-4.3%）
（-14.6%）
（-1.9%）

（5.5%）

（0.1%）
（-1.8%）

（-4.8%）

（0.9%）

資産合計 1,886億1,700 （-1.6%）負債・正味資産合計 1,886億1,700 （-1.6%）
※データの存在する昭和44年度から積み上げた決算統計資料を基にした推計値です。
※現在、市の財政状況をより詳しくみなさんにお知らせするために、資産を洗い出し、その整備等の作業に取り組んでいます。平成20年度決算に
ついては、貸借対照表（バランスシート）だけでなく、その他の財務書類も国から示された新たな基準に基づき作成および公表し、その分析を行
うことで市の経営改革に生かしていきます。

　習志野市の平成19年度決算を審査したところ、決算
関係書類は正確であり、おおむね適正に予算が執行され
ているものと認められました。
　まず、決算規模については、一般会計、特別会計ともに
前年度より拡大しております。
　歳入においては、税源移譲と定率減税の廃止により、
市民税が増加しましたが、所得譲与税の廃止等によりこ
れが相殺されており、基金からの繰入金が増加の主な要
因となっております。
　歳出においては、児童手当等の扶助費や、義務教育施
設の大規模改造等により普通建設事業費が増加してお
り、基金の有効活用を図る中での厳しい財政運営であっ
たものと推測されます。

　集中改革プランにおける目標数値については、経常収
支比率を除き目標値に近づきつつあり、財政健全化への
取組みが推進されております。
　また、運用基金である土地開発基金の運用状況について
は、設置目的に従いおおむね適正に運用されております。
　今後の財政運営においては、地方自治の本旨である「最
小の経費で最大の効果をあげる」ことを旨として、財政構
造の基盤強化と健全化の着実な推進を図り、市政の発展と
市民福祉の向上がさらに推進されるよう要望いたします。
　次に、平成19年度健全化判断比率および資金不足比率に
ついては、各比率ならびにその算定の基礎となる事項を記
載した書類を審査したところ、適正に作成されており、各
比率は、いずれも判断基準となる比率を下回っております。

平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法
律」が公布されました。 夕張市が財政再建団体となったいわ
ゆる「夕張ショック」を契機に法整備されたもので、「財政健
全化法」として知られています。
財政破綻を未然に防ぐため、地方公共団体は毎年度、新しい

財政指標(健全化判断比率および資金不足比率)を算定し、市民の皆さんに公表することが義務付けられました。
※各指標の内容や算定方法については市ホームページをご覧ください。

⒉⒉資金不足比率資金不足比率
特別会計の名称 平成19年度 経営健全化基準
水道事業 –% 20.0%
ガス事業 –% 20.0%
公共下水道事業 –% 20.0%
※資金不足額がない場合は、「–%」で表示しています。
※経営健全化基準：この比率に達すると「経営健全化段階」(黄信号)

⒈⒈健全化判断比率健全化判断比率
指標の名称 平成19年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 –% 11.86% 20.00%
連結実質赤字比率 –% 16.86% 40.00%
実質公債費比率 8.8% 25.00% 35.00%
将来負担比率 88.7% 350.00%
※実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は、「–%」で表示しています。
※早期健全化基準：この比率に達すると「早期健全化段階」(黄信号)
※財政再生基準：この比率に達すると「財政再生段階」(赤信号)

平成19年度決算審査意見
平成19年度健全化判断比率・資金不足比率審査意見

習志野市監査委員　近藤 一夫
習志野市監査委員　木村 孝浩

平成19年度決算の概要

平成19年度　普通会計バランスシート（平成20年3月31日現在）

平成19年度貸借対照表(バランスシート)平成19年度貸借対照表(バランスシート)

習志野市は青信号
　健全化判断比率は、(1)実質赤字比率、(2)連結実質赤字比
率、(3)実質公債費比率、(4)将来負担比率の4つの指標で、
それぞれの比率に応じて「健全段階」「早期健全化段階」「財政
再生段階」の3段階((4)将来負担比率は、財政再生段階なし)
に区分され、資金不足比率は、公営企業ごとに算定し、「健全
段階」「経営健全化段階」の2段階に区分されます。
　これらの指標により、「早期健全化段階」「財政再生段階」
「経営健全化段階」という区分になった地方公共団体は、健全
化計画を策定し、国の関与のもと健全化に取り組むこととな
り、財政悪化を早期に発見し、是正する機能をもっています。
　習志野市の平成19年度決算における健全化判断比率お
よび資金不足比率は、右表のとおりすべて「健全段階」とな
りました。

地方公共団体の
財政破綻を防ぐために
地方公共団体の
財政破綻を防ぐために
地方公共団体の
財政破綻を防ぐために
地方公共団体の
財政破綻を防ぐために

 バランスシートQ&A　　　　  
Q1.「資産の部」とは?　　　　　　　　　　　　　　　　
A1.左側(借方)には、これまでどのようなものに資金を使
って資産を形成したかが示されています。資産のうち「学
校」「道路」「公園」などの建物やその敷地を固定資産(ア)と
しました。これらは市のサービスの源と考えることができ
「資産」と言えます。それに加え、現金や基金・預金などの
財貨も資産であるといえます。これら資産の合計額は約
1,886億円となっており、前年度より1.6%(約30億円)
減少しています。
　これは19年度に高機能消防指令センターの整備(約3億
5,800万円)、新津田沼駅エレベーター設置(約4,700万
円)、小・中学校耐震補強等の大規模改造事業(約4億3,600
万円)などで資産が増加しましたが、それ以上に時間が経つ
ことによる資産の価値の減少が大きかったためです。

Q2.「負債の部」と「正味資産の部」とは?　　　　　　　　
A2.右側(貸方)には、左側の資産形成のための資金の出所
が区分されています。
　「負債」は、市が借りた地方債(イ)や開発公社などへの債
務(ウ)をいいます。また、全職員にかかる退職手当の額の
見込額(エ)も負債に含まれます。合計で約564億円になり、
前年度より約5.2%(約31億円)減少しています。
　「正味資産」(オ)は、負債と異なり返済する必要のないも
のをいい、そのまま市民の資産といえるものです。これま

で住んでいる市民が市税で負担したもの、国・県から補助金
で交付されたものの額です。約1,322億円になり、昨年度
とほぼ同額になりました。

Q3.バランスシートで何がわかるの?　　　　　　　　　 
A3.一例として資産を形成するのにこれまでの世代により
負担された割合と、負債として将来世代が負担する割合を
見ることができます。
社会資本形成の世代間負担割合社会資本形成の世代間負担割合

19年度 18年度

これまでの世代の負担率 74.00% 73.33%

将来世代の負担率 31.55% 33.00%

※分母を資産の部のうち、有形固定資産とするため合計は、
100%を超えています。

Q4.市民一人あたりに換算したバランスシートは？　　　  
A4.

資産
119万 4,590円

負　　債　35万7,091円

正味資産　83万7,499円

Q5.バランスシートをどう活用するの?　　　　　　　　
A5.1年間の費用だけでなく、将来の負担を見すえた財源配
分を行うために活用し、市のサービス向上および効率的な
運営を行っていきます。

財政健全化法について

45 習志野市役所
☎（451）1151
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2職員の給与の状況
①職員給与費の状況（公営企業等会計を含む全会計決算）

区分 職員数
（Ａ）

給与費 1人当たり給
与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

平成19年度 1,479人 6,048,956千円 1,578,632千円 2,624,910千円 10,252,498千円 6,932千円

平成18年度 1,495人 6,187,938千円 1,539,015千円 2,658,663千円 10,385,616千円 6,947千円
泫・職員数および給与費は、派遣職員、再任用短時間勤務職員、臨時的任用職員を除く。
　・職員数は、各年度4月1日現在の人数です。
　・「職員手当」とは、扶養手当・通勤手当・住居手当等の各種手当（退職手当を除く）をいいます。

区分 一般行政職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

平成20年 習志野市 350,475 円 451,174 円 43歳11カ月
千葉県 359,691 円 445,088 円 44歳  6カ月

平成19年 習志野市 358,395 円 454,379 円 44歳  5カ月
千葉県 363,327円 448,059円 44歳  8カ月

③職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 （各年4月1日現在）

区分 技労職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

平成20年 習志野市 332,092円 404,668円 46歳 6カ月
千葉県 331,559円 384,690円 49歳 8カ月

平成19年 習志野市 331,537円 401,856円 46歳 1カ月
千葉県 330,096円 380,725円 49歳 4カ月

④職員の初任給の状況
区分 習志野市 千葉県 国

大学卒 176,800円 176,800円 I種 179,200円
II種 170,200円

高校卒 142,800円 142,800円 138,400円

（平成20年4月1日現在）

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

平成
20年

全職員
大学卒 272,025円 310,032円 353,914円
高校卒 233,060円 278,338円 301,980円

一般
行政職

大学卒 280,733円 309,560円 357,142円
高校卒 229,150円 275,800円 303,000円

技労職 －（※） 283,200円 301,300円

平成
19年

全職員
大学卒 273,927円 314,639円 334,233円
高校卒 230,833円 276,476円 293,750円

一般
行政職

大学卒 272,750円 313,993円 355,097円
高校卒 234,188円 275,370円 303,192円

技労職 －（※） 274,999円 297,840円
（※）経験年数10年の技労職に該当する職員はいません。

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分 習志野市 類似団体平均 全国市平均
平成19年 99.1 101.6 97.9

泫・ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
　・類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

②ラスパイレス指数の状況

（各年4月1日現在）

平成20年4月1日現在 平成 19年度
採用試験 選考 合計 採用試験 選考 合計
42人 14人 56人 47人 21人 68人

定年
退職

勧奨
退職

死亡
退職

普通
退職 その他 合計

55人 9人 0人 10人 17人 91人

1職員の任免および職員数に関する状況
①職員採用の状況 ②退職者の状況     （平成19年度）

（注）その他は、千葉県教職員への転出です。（注）選考は、千葉県教職員からの転入です。

③部門別職員数の状況

（注）教育長を含む。

④級別職員数の状況
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

計標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

副主査
主任主事
主任技師

主査 主査 課長 次長 部長

全職員
職員数 99 152 478 271 190 136 37 30 1,393
構成比
（1年前）

7.1%
7.4%

10.9%
9.4%

34.3%
34.9%

19.5%
18.9%

13.6%
14.9%

9.8%
9.7%

2.7%
2.8%

2.1%
2.0%

100.0％
100.0％

一般
行政職

職員数 40 46 180 87 76 84 30 25 568
構成比
（1年前）

7.0%
7.3%

8.1%
5.6%

31.7%
32.8%

15.3%
14.4%

13.4%
15.0%

14.8%
15.3%

5.3%
5.6%

4.4%
4.0%

100.0％
100.0％

（平成20年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

（注）教育長および市立習志野高等学校の教員を除く。

⑤定員適正化計画の状況
・平成8年～17年の進ちょく状況

平成8年 平成17年 削　減
職員数 1,807 人 1,540 人 ▲267人（▲14.8％）

区分
部門

職員数 対前年
増減数 主な増減要因平成20年 平成19年

一般行政
部門

議会 11 11 0
総務企画 164 166 ▲ 2 事務の統廃合縮小
税務 54 54 0
民生 334 334 0
衛生 115 121 ▲ 6 事務の民間委託等
労働 0 0 0
農林水産 7 8 ▲ 1 欠員不補充
商工 8 8 0
土木 87 90 ▲ 3 事務の統廃合縮小
小計 780 792 ▲ 12

特別行政
部門

教育 303 312 ▲ 9 事務の統廃合縮小欠員不補充
消防 199 208 ▲ 9 計画的な人員削減
小計 502 520 ▲ 18

公営企業等
会計部門

水道 31 31 0
下水道 28 29 ▲ 1 欠員不補充
その他 110 114 ▲ 4 事務の統廃合縮小
小計 169 174 ▲ 5

合計 1,451 1,486 ▲ 35

　平成8年に策定した当初の計画により、平成17年までに267人削減しました。
　平成17年に新たな目標を策定して、以下のとおり取り組んでいます。

・定員適正化目標（平成17年策定）
　計画期間／平成17年4月1日～平成22年4月1日
　最終年度の計画人員／全部門　1,437人（平成17年4月1日現在の職員数1,540人に対して
　103人減、6.7％減）

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 数値目標計画始期 1年目 2年目 3年目
職員数 1,540人 1,506人 1,486人 1,451人 1,437 人

対平成17年
削減数 ━ ▲34人 ▲ 54人 ▲ 89人 ▲ 103人

⑥職員手当の状況

地域手当 支給対象
 地域 支給率 支給対象

 職員
支給対象職員1人
当たりの平均支給年額
（平成19年度決算）

平成 20 年
4月1日現在 全域 8%（国 7%） 1,444人 343,789円

平成 22年度
制度完成時 全域 10%（国 10%）

特殊勤務手当
（平成19年度決算）

区分 全職種
職員全体に占める
手当支給職員の割合 28.0%

支給対象職員1人当たり
平均支給年額 50,268円

手当の種類（手当数） 24

代表的な
手当の名称

支給額の多い
手当

ごみ処理作業手当・し尿処
理作業手当・消防業務手当

多くの職員に
支給されてい
る手当

消防業務手当・ごみ処理作
業手当

時間外勤務手当
年度 支給総額 職員 1人当たり

平均支給年額
19 年度決算 503,845 千円 341 千円
18年度決算 421,277 千円 282 千円

8職員の採用試験の状況

受験申込者数 第 1次試験 
受験者数

第 1次試験
 合格者数 最終合格者数 倍率

450 305 119 50 9.0

（平成 19年度）

9千葉県市町村公平委員会の業務の状況
区分 件数

勤務条件に関する措置の要求の状況 0
不利益処分に関する不服申立ての状況 0

（平成 19年度）

区分 習志野市 国

扶養
手当

●配偶者　　　　　　　　　13,000円
●配偶者以外の扶養親族1人　6,500円
●16歳から22歳までの子等

1人につき5,000円加算

●配偶者　　  　　　　　　13,000円
●配偶者以外の扶養親族1人  6,500円
●16歳から22歳までの子等

1人につき5,000円加算

住居
手当

●借家の場合
　（家賃12,000円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
●自宅の場合　　　　世帯主10,000円

●借家の場合
　（家賃12,000円を超える場合に限る）
　家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
●自宅の場合　　　　　　　  2,500円
　（新築・購入後5年間支給）

通勤
手当

●電車、バスを利用する場合
　交通機関が発行している最も長い通
用期間の定期代相当額を全額支給

●乗用車等を使用する場合　
　使用距離等に応じて
　2,000円～37,630円を支給

●電車、バスを利用する場合
　交通機関が発行している最も長い通
用期間の定期代相当額を支給

　（1月当り限度額55,000円）
●乗用車等を使用する場合
　使用距離等に応じて
　2,000円～24,500円を支給

期末
手当
・
勤勉
手当 職制上の段階、職務の級等による

加算措置有
職制上の段階、職務の級等による
加算措置有

退職
手当

（平成20年4月1日現在）

期末手当 勤勉手当
6月期 1.40月分 0.75月分
12 月期 1.60月分 0.75月分
計 3.00月分 1.50月分

期末手当 勤勉手当
6月期 1.40月分 0.75月分
12 月期 1.60月分 0.75月分
計 3.00月分 1.50月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
 その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
１人当たりの平均支給額（平成19年度決算）
自己都合　  6,515千円
勧　　奨　26,575千円
定　　年　28,056千円

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
 その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

区分 給料月額 期末手当 区分 報酬月額 期末手当
市  長 950,000円  6 月期　2.15月分

12 月期　2.35月分
計　4.50月分

議長 540,000円  6月期 2.15月分
副市長 810,000円 副議長 500,000円 12月期 2.35月分
教育長 730,000円 議員 480,000円 計 4.50月分
企業管理者 720,000円

⑦特別職の報酬等の状況
（特別職等の給料または報酬は、審議会の答申を受けて条例で定められています）

泫「期末手当」については、一般職の職員と同様
　の加算措置があります。

（平成20年 4月 1日現在） （平成20年 4月 1日現在）

5職員の服務の状況
区分 件数 主な内容

職務専念義務の免除 44 昇任等に係る選考試験受験 等
営利企業等の従事許可 3 参議院議員通常選挙事務従事 等

（平成 19年度）

3職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
①職員の勤務時間（標準的なもの）
1週間あたり
の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 8時30分 17時 12時15分から13時まで

②休暇・休業の状況　　（件数等は平成19年1月1日～平成19年12月31日）

（平成20年 4月 1日現在）

休暇の種類 内容等
年次休暇
（有給）

1の年につき20日間付与。（前年に未使用日数がある場合は、最大20日を
翌年に繰越。また、年の途中で採用された者は当該年の在職期間に応じ付
与。）平均取得日数 10.0日

療養休暇
（有給）

職員が、負傷又は疾病のため療養する必要がある場合に、120日を超え
ない範囲内で療養のため勤務をしないことがやむを得ないと認められ
る期間、取得することができる。承認件数 293件

特別休暇
（有給）

ボランティア休暇（5日）、結婚休暇（7日）、分娩のための休暇（分娩日
の前8週・後9週）、配偶者の出産休暇（3日）、忌引休暇（1~7日）、夏季休
暇（8日）、人間ドック受診のための休暇（2日）等

看護休暇
（無給）

職員が、配偶者等で負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障が
あるものを看護するため、勤務しないことが相当であると認められる場
合に、1の年につき180日を超えない期間、取得することができる。
承認件数 0件

組合休暇
（無給）

職員が、任命権者の承認を得て登録された職員団体の業務又は活動に従
事する場合に、1の年につき30日を超えない範囲内で取得することがで
きる。承認件数 0件

育児休業 
（無給）

職員が、3歳未満の子を養育するため、その子が3歳に達するまで、育児休
業をすることができる。承認件数 25件

4職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の状況
　心身の故障　休職48件

②懲戒処分の状況
　全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあったとき 停職 2件

（平成 19年度）

6職員の研修および勤務成績の評定の状況
①職員研修の状況
研修区分 受講者数 研修内容

階層別研修 139 新規採用者、昇格者に対して各階層で必要と
される行政運営に関する研修

特別研修 707 政策形成実践研修、女性リーダーキャリアアッ
プ研修、他市との合同研修等を実施

派遣研修 177 自治大学校、千葉県自治研修センター、市町
村職員中央研修所等への派遣

②勤務評定制度の状況
　本市では、育成型の人事考課として目標管理制度を導入し、部下の業務遂行状
況について上司が評価、指導を行うシステムを構築し、職員の能力開発、業務の効
率性・効果性の向上に取り組んでおります。また、個々の職員が自己の業績、能力、
適性、意見、希望等を人事担当に意思表示する自己申告制度を導入し、適材適所の
職員配置や職場の活性化に役立てているところです。また、国・県等の動向を踏ま
え、能力評価と業績評価を柱とした新たな人事評価制度について、管理職職員を
対象に実施いたしました。

（平成 19年度）

7職員の福祉および利益の保護の状況
①職員の健康診断の状況

区分 受診者数 区分 認定件数
定期健康診断 294 公務災害 2
人間ドック 1,071 通勤災害 5

②公務災害補償の状況

③厚生費助成
　地方公務員法第42条に基づき、職員の保健、元気回復、その他の厚生に関す
る事業として、市職員互助会が実施している次の事業に対して助成しています。
　健康増進事業（人間ドック、文化・スポーツ活動、福利厚生活動）

（平成 19年度）

人
事
行
政
の

運
営
等
の

状
況
に
つ
い
て

　
「
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市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
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き
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員
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用
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与
状

況
、
勤
務
条
件
等
、
人
事
行
政
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営
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状
況
に

つ
い
て
公
表
し
ま
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問合せ 人事課

※詳細は習志野市ホームページに掲載しています。
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谷津干潟自然観察センター
が国際基準を取得

　

11
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日
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野
市
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三
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公
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野
が
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わ
れ
ま
し
た
。
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は
三
中
で
の
開
催
が
初
め
て
。も
の
や
お
金
と
の
関
わ

り
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
健
全
な
金
銭
感
覚
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
と
と
も
に
、自
立
能
力
の
土
台
を
作
り
、賢
い
消
費
者
と
し

て
の
基
礎
能
力
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。講
師

は
各
メ
デ
ィ
ア
で
も
活
躍
し
て
い
る
、い
ち
の
せ
か
つ
み
氏
。

　

生
徒
た
ち
は
、は
じ
め
こ
そ
金
融
や
経
済
と
い
う
言
葉
に
身

構
え
て
い
ま
し
た
が
、人
の
血
液
型
と
お
金
の
使
い
方
の
習
性

や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
原
価
な
ど
身
近
な
話
を
題
材
に
し
た
講
師

の
軽
快
な
関
西
弁
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
参
加
型
の
授
業
に
引
き

こ
ま
れ
、楽
し
み
な
が
ら
金
融
・
経
済
に
つ
い
て
考
え
た
一
日

で
し
た
。

生きる力を身につけよう!

～自治体施設で国内第１号～
～金融教育公開授業in習志野～

〜
習
志
野
高
校
野
球
部
が

〜
習
志
野
高
校
野
球
部
が

　

関
東
大
会
で
準
優
勝
！
〜

　

関
東
大
会
で
準
優
勝
！
〜

　

習
志
野
高
等
学
校
の
硬
式
野
球
部
が
、
33
年
ぶ

り
に
春
の
選
抜
大
会（
平
成
21
年
3
月
21
日
か
ら
甲

子
園
球
場
に
て
開
催
）出
場
に
大
き
く
前
進
し
ま
し

た
。
正
式
に
は
、1
月
23
日
の
日
本
高
等
学
校
野
球

連
盟
の
発
表
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、今

年
の
秋
の
千
葉
県
大
会
に
お
い
て
優
勝
し
、そ
の
後

の
関
東
大
会
で
も
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
習
志
野

高
校
は
、非
常
に
有
力
な
候
補
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
県
大
会
で
は
、
1
次
・
2
次
予
選
、
本

大
会
を
通
じ
て
12
試
合
、関
東
大
会
で
は
4
試
合
を

戦
う
中
で
、
選
手
た
ち
は
一
戦
一
戦
、
力
と
自
信
を

つ
け
素
晴
ら
し
い
試
合
を
展
開
し
、私
た
ち
習
志
野

市
民
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今

回
の
結
果
を
受
け
て
、い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
多
く
の

方
が「
市
長
お
め
で
と
う
」と
笑
顔
で
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
私
も
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
な
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、「
習

志
野
高
校
野
球
部
の
活
躍
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
大

き
な
喜
び
を
与
え
る
」と
あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
た

次
第
で
す
。
頑
張
っ
て
く
れ
た
選
手
や
監
督
・
コ
ー

チ
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
16
万
市
民
を
代

表
し
て
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
は「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体

2
0
1
0
」が
、千
葉
県
で
37
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

習
志
野
市
で
は
、
新
習
志
野
駅
前
の
千
葉
県
国
際

水
泳
競
技
場
を
会
場
に
競
泳
・
飛
込
・
シ
ン
ク
ロ
ナ

イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
・
水
球
の
各
競
技
が
行
わ
れ
ま

す
。
私
は
、
平
成
20
年
の
新
年
早
々
よ
り
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
に「
国
体
が
開
か
れ
る
平
成
22
年
を
目
標

に
し
て
、
も
う
一
度
、
習
志
野
の
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育

の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
」と
訴
え
続
け
、
そ
の
た

め
に
、
小
・
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
、
体
育
の
充
実
と

と
も
に「
一
市
民
、一
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
。と
同
時
に
、私
自
身
の
心
の
中
で
、

習
志
野
高
校
の
ス
ポ
ー
ツ
、
と
り
わ
け
、
野
球
部
が

甲
子
園
へ
出
場
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
、そ
の
夢
の
実
現
に
早
く
も
期
待
が
膨

ら
む
ば
か
り
で
す
。

　

過
去
2
回
の
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
習
志
野

高
校
野
球
部
の
選
抜
大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
際
に

は
、習
志
野
市
16
万
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ

て
応
援
す
る
こ
と
で
、「
習
志
野
ブ
ラ
ン
ド
」を
全
国

に
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

朗
報
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

No.18

習
志
野
市
長　

荒
木　

勇

  

お
知
ら
せ
の
凡
例

日
時　

場
所
・
会
場　

費
用　

対
象
者　

定
員

持
ち
物　

申
込
み　

問
合
せ市

役
所
よ
り

償
却
資
産
の
申
告

平
成
21
年
1
月
1
日
時
点
で
市

内
に
事
業
用
償
却
資
産（
構
築

物
・
機
械
・
備
品
等
）を
所
有
し
て

い
る
事
業
者
は
、
該
当
す
る
資
産

を
平
成
21
年
2
月
2
日
㈪
ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
事
業
所
へ
は
必
要
書
類

を
送
付
済
み
で
す
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

資
産
税
課

中
小
企
業
退
職
金
共
済
の

掛
金
補
助

平
成
19
年
に
中
小
企
業
退
職
金

共
済
に
新
規
・
追
加
加
入
し
、
現

在
も
加
入
中
の
事
業
主
に
対
し
、

被
共
済
者（
従
業
員
）１
回
に
限

り
掛
金
を
補
助

対
象
事
業
主
＝
市
内
に
事
業
所

を
有
し
、
１
年
以
上
同
一
事
業
を

継
続
し
、
市
税
・
掛
金
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

対
象
被
共
済
者
＝
市
内
事
業
所

で
１
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
、
過
去
に
掛
金
補
助
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と

※
対
象
事
業
所
へ
は
関
係
書
類

を
送
付
済
み
で
す
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
月
５
日
㈪
〜
２
月
27
日
㈮

に
商
工
振
興
課
へ

空
気
の
汚
れ
防
止
に
ご
協
力
を

冬
の
風
が
弱
い
穏
や
か
な
日
に

は
、
空
気
が
よ
ど
み
や
す
く
、
大

気
汚
染
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
注
意
・
努
力
で
、

空
気
の
汚
れ
は
防
止
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
冬
季
の
大
気
汚
染
防
止

対
策
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
や
通
勤
な
ど

に
な
る
べ
く
自
動
車
を
使
用
し
な
い

②
運
転
中
は
不
必
要
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
は
ひ
か
え
る

③
暖
房
温
度
を
20
度
に
設
定
す
る

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

☎（
４
５
１
）１
４
０
０

献
血
活
動
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す

平
成
20
年
度
千
葉
県
献
血
感
謝

の
つ
ど
い
に
お
い
て
、
献
血
運
動

の
推
進
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々

に
対
し
、
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
日
本
赤
十
字
社
銀
色
有
功
章
〉

習
志
野
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

〈
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
長

感
謝
状（
銀
枠
）〉

セ
イ
コ
ー
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
㈱

〈
千
葉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

所
長
感
謝
状
〉

㈱
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
習
志
野

事
業
所

習
志
野
市
献
血
推
進
協
議
会

（
社
会
福
祉
課
内
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

全
国
の
工
業
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

産
業
振
興
政
策
な
ど
の
各
種
施
策

を
決
め
る
基
礎
資
料
に
す
る
た
め
、

12
月
31
日
現
在
で
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
12
月
中

旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

総
務
課講

座
・
催
し

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
、
対
象

は
一
般
、
参
加
費
無
料
、
申
込
受

付
順
で
す
。

普
通
救
命
講
習

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

気
道
異
物
除
去
、実
技
試
験
あ
り

１
月
９
日
㈮
・
19
日
㈪
・
29
日

㈭
午
前
９
時
〜
正
午

消
防
本

部
４
階
会
議
室

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
体
力
に
自
信
の
あ
る

人

各
日
15
人

筆
記
用
具

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
消
防
本
部
警
防
課
へ

☎（
４
５
２
）１
２
８
３

　

11
月
11
日
、「
ド
イ
ツ
捕
虜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
碑
」の
除
幕
式
が
東
習
志
野
４
丁
目
児
童
遊
園
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。習
志
野
第
九
合
唱
団
に
よ
る
ジ
ル
ヒ
ャ
ー
作
曲「
戦
友
」が
厳
か
に
響
く
中
、

除
幕
・
ド
イ
ツ
ツ
ツ
ジ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
ち
ょ
う
ど
90
年
が
経
過
し
た
日
。当
時
、こ
の
場
所

に
は
大
戦
に
よ
っ
て
捕
虜
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
将
兵
を
収
容
し
た
俘ふ
り
ょ虜
収
容
所
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
ら
が
組
織
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
奏
で
る
演
奏
が
、習
志
野
の
住
民
が
耳
に
し
た
初
め
て
の

西
洋
音
楽
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。こ
の「
出
会
い
」を
記
念
し
、あ
わ
せ
て
平
和
を
祈
念
す
る
碑

と
し
て
習
志
野
に
息
づ
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。

※
習
志
野
俘
虜
収
容
所
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
大
正
8
年
の
青
き
ド
ナ
ウ
」の
ペ
ー
ジ
へ

http://w
w
w
.city.narashino.chiba.jp/horyo/index.htm
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問
合
せ　

社
会
教
育
課

歴
史
と
平
和
を
後
世
に
伝
え
る

〜
ド
イ
ツ
捕
虜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
碑 

完
成
〜実籾駅←京成大

久保駅

↑
八
千
代
台
駅

駅
前
商
店
街

東習志野4-4-4
東習志野四丁目児童遊園内交

番

東
習
志
野

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 公

園 薬
局

児
童
遊
園

　

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
が
国
際
的
評
価
機
関「
グ
リ
ー

ン
グ
ロ
ー
ブ
」か
ら
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
取
得
し
ま
し
た
。「
グ
リ
ー

ン
グ
ロ
ー
ブ
」は
、国
連
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た「
ア

ジ
ェ
ン
ダ
21
」に
基
づ
き
設
立
さ
れ
、企
業
・
地
域
社
会
な
ど
に
対

し
持
続
可
能
な
観
光
産
業
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
を
与
え
る
た

め
の
国
際
機
関
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
干
潟
保
全
活
動
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
た
施

設
運
営
が
評
価
さ
れ
、今
回
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
取
得
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
は
、グ
リ
ー
ン
グ
ロ
ー
ブ
か
ら
正
式
な
認

証
を
得
る
た
め
の
前
提
条
件
と
な
る
も
の
で
、有
効
期
間
は
1
年

間
と
な
り
ま
す
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、そ
の
間
に
認
証
が
得
ら
れ
る

よ
う
、さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た
運
営
を
し
、谷
津
干
潟
の
自
然
環

境
の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
☎（
4
5
4
）8
4
1
6

　
　
　
　

環
境
政
策
課
☎（
4
5
3
）5
5
7
9

広報習志野　2008.12.15
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9 習志野市役所
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谷
津
干
潟

自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
よ
り

 
 

 
谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

☎（
４
５
４
）８
４
１
６

〈
干
潟
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う
〉

12
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午（
雨
天
決
行
）
小
学
生
以
上

（
小
学
2
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）
20
人（
要
予
約
）
100
円

（
保
険
料
）
筆
記
用
具
、
虫
め
が

ね（
あ
れ
ば
）

〈
ぶ
ら
っ
と
観
察
会
〉

「
冬
の
鳥
た
ち
に
会
い
に
い
こ

う
！
」初
心
者
向
け

1
月
10
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分（
小
雨
決
行
）
小

学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）

20
人（
要
予
約
）
100
円

（
保
険
料
・
資
料
代
） 

筆
記
用

具
・
飲
み
物
・
帽
子
・
雨
具
、双
眼

鏡（
あ
れ
ば
）　

暖
か
い
服
装
で

陶
芸
入
門
教
室

１
月
25
日
、２
月
１
日
・
22
日
、

３
月
１
日
各
日
曜
日
午
後
２
時

〜
４
時

菊
田
公
民
館

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
全
日
参
加

で
き
る
未
経
験
者

20
人

１
，

０
０
０
円（
材
料
費
）
エ
プ
ロ

ン
・
ぞ
う
き
ん
1
枚

12
月
16
日
㈫
か
ら
菊
田
公
民

館
へ

☎（
４
５
２
）７
７
１
１

芙
蓉
園「
冬
の
交
流
会
」

人
形
劇
を
楽
し
も
う
！

 「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」「
マ
リ

オ
ネ
ッ
ト
・
ア
ラ
カ
ル
ト
」

12
月
25
日
㈭
午
前
11
時
〜
正

午

東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
芙
蓉
園

☎（
４
７
６
）９
５
９
６

谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

自
主
事
業
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

 
 

 
 

 

谷
津
小
学
校
管
弦
楽
ク
ラ
ブ　

指
揮
者
＝
冨
田
政
芳
氏
、
曲
目
＝

伊
福
部
昭「
交
響
譚た
ん

詩
」よ
り　

他

1
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

100
人谷

津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

☎（
４
７
１
）２
０
７
１

こ
ど
も
映
画
会

「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」

※
上
映
作
品
は
都
合
に
よ
り
変

更
の
場
合
あ
り

12
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

午

市
内
在
住

144
人（
15
人
以
上
の
場
合
は
事

前
に
電
話
で
申
込
み
）

小
学
生
以
下
上
ば
き　

飲
食

禁
止

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

☎（
４
７
６
）１
７
１
５

五
市
中
学
校
合
同

技
術
・
家
庭
科
作
品
展

習
志
野
・
船
橋
・
市
川
・
八
千
代
・

浦
安
市
の
中
学
校
・
特
別
支
援
学

校
の
生
徒
の
作
品
展

１
月
21
日
㈬
〜
25
日
㈰
午
前

９
時
〜
4
時
に
入
館

千
葉
県

立
現
代
産
業
科
学
館（
市
川
市
）

教
育
委
員
会
指
導
課

新
春
お
に
し
ゃ
ら
ん
ラ
イ
ブ

2
0
0
9

金
益
研
二（
ピ
ア
ノ
）・
山
口
佳

名
子（
バ
イ
オ
リ
ン
）・
山
田
路

子（
笛
）に
よ
る
演
奏

１
月
４
日
㈰
午
後
2
時
開
演

茜
浜
ホ
ー
ル

当
日
3
，

0
0
0
円
、前
売
り
2
，5
0
0
円

実
行
委
員
会
／
山
田

☎
090（
５
７
７
７
）３
８
８
２

救急医療体制は次のように整備されています。
 一次救急  救急車を呼ぶほどではないが明日まで待
てない症状の人への診療（内科・小児科のみ。外科系
は二次救急で受け入れます）
※夜間は急病診療所、休日昼間は休日当番医で受診し
ましょう。
 二次救急  一次診療の結果、さらに検査や入院、手術
が必要な重症の人への診療
 三次救急  一次救急・二次救急で対応が困難な場合
や、救命が必要な重症の人への診療
※救急医療体制の万全を図るため、各医療機関および
近隣市と協力体制をとっています。

休日や夜間に急病で困ったときは　―習志野市救急医療体制―

救急医療体制の担当時間

泫 習志野市急病診療所
診療日時：毎日　午後８時～午後11時
診療科目：内科・小児科
住　　所：津田沼５－14－24　保健会館内
電　　話：（451）4205（診療時間内）

問合せ　健康支援課

月～金 各医療機関での一般診療
泫
習志野市
急病診療所

土
日･祝
年末年始 休日当番医療機関

休日当番医・二次当番医の案内は、テレホンサービス
☎047（452）0881

または市ホームページでも確認できます

～ お 願 い ～
市と習志野市医師会が協力して365日、24時間緊急対応できる体制
をとっていますが、夜間は必ず専門医がいるとは限りません。できる
限り昼間の、通常の診療時間に診察を受けるようにしてください。

ス
ポ
ー
ツ

市
民
駅
伝
大
会

2
月
1
日
㈰
午
前
8
時
30
分

ま
で
に
受
付

第
七
中
学
校
校

庭
、
香
澄
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
コ
ー
ス

（
３
㎞
×
５
区
間
）

種
目
＝
小
学
男
子
・
女
子
、
中
学

男
子
・
女
子
、一
般
男
子
・
女
子

1
チ
ー
ム
に
つ
き
小
・
中
学
生

３
，５
０
０
円
、
一
般
６
，０
０
０

円（
保
険
料
含
む
）※
出
場
チ
ー

ム
の
代
表
者
は
１
月
30
日
㈮
午

後
6
時
30
分
か
ら
東
部
体
育
館

で
行
わ
れ
る
監
督
会
議
に
出
席

し
納
入
す
る
こ
と

1
月
13
日
㈫
午
後
5
時（
必
着
）

ま
で
に
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
・
東
部

体
育
館
・
袖
ケ
浦
体
育
館
で
配
布

し
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
〒
275-

0002
実
籾
６─

19─

８

習
志
野
市
陸
上
協
議
会
／
髙
梨
へ

☎
090（
１
６
１
５
）７
９
３
３

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
よ
り

12
月
15
日
㈪
か
ら
㈶
習
志
野
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
へ

☎（
４
５
２
）４
３
８
０

窓
口
受
付　

午
前
９
時
30
分
〜

電
話
受
付　

午
前
10
時
〜

〈
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室
〉

グ
リ
ッ
プ
の
握
り
方
か
ら
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
・
打
ち
方
を
学
ぶ

１
月
31
日
㈯
午
前
９
時
〜
1
時

（
予
備
日
２
月
７
日
）
中
央
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
優
先

36
人

500
円（
保

険
料
含
む
）
運
動
靴（
ス
パ
イ
ク

は
不
可
）・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・（
ク

ラ
ブ
・
ボ
ー
ル
の
貸
出
し
あ
り
）

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
〉　

知
識
か
ら
実
技
ま
で
楽
し
く

２
月
２
日
㈪
・
５
日
㈭
・
９
日

㈪
・
12
日
㈭
午
前
９
時
〜
11
時

東
部
体
育
館
2
階
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
優
先

28
人

1
，５
０
０

円（
保
険
料
含
む
）

室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル　

運
動
の
で
き
る
服
装
で

国保
年金
コーナー問合せ

国保年金課

 

国
民
健
康
保
険

○
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
が
出
産
し
た
際
に
、出
産

育
児
一
時
金
と
し
て
一
児
に
つ

き
35
万
円
を
支
給
し
て
お
り
ま

す
が
、平
成
21
年
1
月
1
日
以
降

の
出
産
か
ら
38
万
円
に
引
き
上

げ
る
予
定
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

産
科
医
療
補
償
制
度
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、出

産
に
か
か
る
費
用
負
担
を
軽
減

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
産
科
医
療
補
償
制
度

の
内
容
お
よ
び
加
入
分
娩
機
関

等
に
つ
い

て
は
、
運

営
組
織
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き

ま
す
。

http://w
w
w
.sanka-hp.

jcqhc.or.jp/

○
出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代

理
払
を
開
始
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
21
年
1
月
か

ら
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
出

【
助
成
金
】

検
査
費
用
の
7
割（
２
５
，

0
0
0
円
を
限
度
）。た
だ
し
、

検
査
機
関
が
内
科
と
眼
科
で
異

な
る
場
合
、そ
れ
ぞ
れ
内
科
は

２
１
，5
0
0
円
、眼
科
は
3
，

5
0
0
円
を
限
度
。

※
脳
ド
ッ
ク
は
対
象
外

※
習
志
野
市
国
民
健
康
保
険
の

短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
医
療

機
関
と
し
て
登
録
を
受
け
て
い

る
市
内
の
病
院
・
診
療
所
の
み
対

象
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
み
方
法
】

　

住
所
、
受
検
者
氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）、生
年
月
日
、電
話
番
号（
携

帯
電
話
可
）、
受
検
予
定
病
院
、

受
検
予
定
日（
決
ま
っ
て
い
る

場
合
）、「
人
間
ド
ッ
ク
希
望
」と

記
入
し
、
封
書
で
〒
275-

8601
鷺
沼

1

｜

1

｜

1
市
役
所
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
担
当
へ
お
送
り

下
さ
い
。
受
検
資
格
を
確
認
の

上
、
2
週
間
以
内
に
利
用
券
を

郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み
で
き

ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

利
用
券
の
発
行
に
つ
き
ま
し

て
は
、申
込
み
の
際
に
健
康
診
査

の
受
診
券
と
引
き
換
え
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、平
成
20
年
4
月
1

日
以
降
、す
で
に
自
費
で
助
成
対

象
検
査
医
療
機
関
に
お
い
て
受

検
し
た
人
は
、領
収
書
と
検
査
結

果
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、高
齢
者
医
療
担
当
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

産
費
用
を
事
前
に
用
意
す
る
負

担
軽
減
の
た
め
、「
受
取
代
理

払
」を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

出
産
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
く

と
、
出
産
時
に
支
給
す
る
出
産

育
児
一
時
金
を
市
か
ら
直
接
医

療
機
関
に
支
払
う
し
く
み
で
す

（
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

を
上
限
）。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
国
民
健
康
保
険
担
当
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

後
期
高
齢
者
医
療

○
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
短
期

人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
に
つ
い

て
　

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
）に
加
入
中
の
人

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

人
に
、
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
の

受
検
費
用
を
平
成
20
年
4
月
1

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
助
成
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
対
象
者
】

　

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
検

査
の
日
ま
で
、
千
葉
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
本

市
に
住
所
を
有
す
る
人
。
た
だ

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

⑴
今
年
度
に
健
康
診
査
お
よ
び

特
定
健
康
診
断
を
受
診
し
た
人

⑵
現
に
加
療
中
等
の
人
で
、
短

期
人
間
ド
ッ
ク
の
受
検
に
支
障

の
あ
る
人

⑶
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

納
め
忘
れ
て
い
る
人

市
で
は
幼
稚
園
・
保
育
所
の
こ
ど
も
園
化
や
私
立
化
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
第
1
回
に
引
き
続
き
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
市
民
と

行
政
の
対
話
集
会
）を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
保

育
は
電
話
で
申
込
み（
就
学
前
児
童
20
人
、
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

問
合
せ　

こ
ど
も
政
策
課

〈
第
２
回
〉

●
日
時
＝
1
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
4
時（
1
時
受
付
開
始
）

●
会
場
＝
東
習
志
野
こ
ど
も
園

（
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
あ
り
）

●
定
員=

100
人（
先
着
順
）

●
保
育
の
申
込
み
＝
1
月
9
日
㈮
ま
で

〈
第
３
回
〉

●
日
時
＝
2
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
4
時

　
（
1
時
受
付
開
始
）

●
会
場
＝
谷
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
あ
り
）

●
定
員=
100
人（
先
着
順
）

●
保
育
の
申
込
み=

２
月
6
日
㈮
ま
で

市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
を
考
え
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
第
２
回
・
第
３
回
）の
開
催

各医療機関での一般診療

■通常の医療機関での診療
■休日当番医療機関での診療

■二次当番医療機関での診療
■土曜二次当番医療機関での診療

加入機関等には加入
証が掲示されます。

•日　時　1月25日㈰午後1時～
（午前11時30分開場）

•場　所　習志野文化ホール
•参加費　500円（資料代）
•内　容　宮本みち子さん（放送大学教授）と堂本知事によるフ

リートーク、吉武輝子さん（評論家）と吉永みち子さ
ん（ルポライター）の対談、展示、即売、ミニコンサー
トなど

•申込み　ちば菜の花事務局☎・（451）9825
ステップならしの（男女共同参画センター）
☎（453）9307　 （453）9327

☆保育あり※2歳以上、保育料1,000円（2人目から500円）、
　要予約
☆手話通訳あり

チャレンジ！
つなげよう
みんなの想いを

ちば男女共同参画
フォーラム2009

吉
武
さ
ん

吉
永
さ
ん

0 9 13  18 19 20 23 2417（時）

JCN船橋習志野、JCNプラスチャンネル・
デジタル11ch,アナログ9chで放送中!
放送時間12:10,18:10,22:10（各20分）

2008年 習志野市を振り返る
～飛躍と充実～

12月後半号 12月15日～31日放送

放送終了後
番組ビデオ・DVDを
図書館で貸出!

12月29日㈪22：10からの放送は20：00からに変更します

広報習志野　2008.12.15

10

広報習志野　2008.12.15

11 習志野市役所
☎（451）1151



習志野文化ホール自主事業ご案内

１4：0０開演
3月15日（日）

楽友合唱団
団員募集

オペラ・ガラコンサート
ヴェルディ『アイーダ』ハイライト 他

2009年

保育あり
※要予約

保育あり
※要予約

パイプオルガン＆サックス
コンサート １4：00開演

全席自由
1，0００円

全席指定
S:3，5００円
A:3,000円
B:2,500円

2月15日（日）
2009年

バ ッ ハ：トッカータとフーガ　ニ短調　BWV565
ヘンデル：オンブラ・マイ・フ
カッチーニ：アヴェ・マリア
C.フランク：コラール第1番　ホ長調　　　他

■ロッシーニ：歌劇『セビリアの理髪師』より■プッチーニ：歌劇
『トゥーランドット』より「誰も寝てはならぬ」■ワーグナー：歌劇『タン
ホイザー』より■ビゼー：歌劇『カルメン』より

パイプオルガン／椎名雄一郎
サックス／長瀬正典

指揮者／田久保裕一
ソリスト／S:日隈典子　A:鈴木賀子　T:山田精一
　　　　 T:安藤純　Bs:藤平久志　Br:若林浩
管弦楽／習志野フィルハーモニー管弦楽団
合唱団／習志野文化ホール楽友合唱団
児童合唱／習志野市立津田沼小学校
バレエ／桜丘けい子ジャズダンススタジオ

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
開
館
30
周
年
記
念
事
業

発売中

発売中

※車いすで来館のお客様は事務室受付までおいでください。客席へご案内します。

1 月　主な催物

※未就学児童の入場はご遠慮ください。
■主催・問合せ/習志野文化ホール☎ (479)1212 〒275-0026 谷津1-16-1
http://www1.seaple.ne.jp/narabunh/

1月の休館日：7日㈬、14日㈬、21日㈬、28日㈬
年末年始休館日／12月29日㈪～1月4日㈰

日 曜 催 　　物　　 名 開演時間 入場方法

9 金 新春賀詞交歓会 11:30 会費 4,000 円
※当日会場にて受付

10 土 千葉フィルハーモニー管弦楽団　　　　　　　
第 24回定期演奏会 13:30 全席自由 1,000 円

12 月「平成 21年 成人式典」「新成人を祝う集い」 10:00 関係者

16 金 金子由香利リサイタル Vol.29　　　　　　　　
～桜んぼの実る頃～ 18:30 全席指定 6,000 円

23 金 習志野文化ホール開館 30周年記念自主事業
さだまさし　アコースティックコンサート 18:00 完売

25 日 ちば男女共同参画フォーラム 2009
チャレンジ ! つなげよう　みんなの想いを 13:00 参加費（資料代）

500円

30 金 秋川雅史　コンサート 18:30 全席指定 6,300 円

31 土 サイ・イエングアン　ソプラノコンサート
～心豊かなひとときを～ 14:00

　全席自由
大人 :2,500 円

小中高生 :1,500 円
※当日各 500円増

募　

集

放
課
後
児
童
指
導
員

（
日
々
雇
用
職
員
）

市
内
各
小
学
校
内
の
放
課
後
児

童
会（
学
童
保
育
）で
児
童
の
遊

び
や
生
活
を
指
導

勤
務
時
間
＝〈
月
〜
金
曜
日
〉午

後
１
時
〜
午
後
７
時〈
土
曜
日
・

学
校
休
業
日
〉午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
の
間
で
７
時
間
45
分

を
超
え
な
い
範
囲（
シ
フ
ト
制
）

時
給
＝
１
，０
０
０
円

教
員
ま
た
は
保
育
士
の
資
格

が
あ
る
人
、
児
童
の
健
全
育
成
に

知
識
経
験
が
あ
る
人

７
人

青
少
年
課

四
市
複
合
事
務
組
合
職
員

〈
介
護
職
員
若
干
名
〉

受
験
資
格
＝
昭
和
53
年
４
月
２

日
〜
平
成
3
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

職
務
内
容
＝
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
三
山
園（
特
養
・
短
期
・
デ

イ
）の
入
所
者
等
の
介
護
に
関
す

る
業
務（
夜
間
勤
務
を
伴
う
交
替

制
勤
務
）4
月
１
日
採
用
予
定

１
月
8
日
㈭（
郵
送
の
場
合
6

日
㈫
消
印
有
効
）ま
で
に
、
高
齢

社
会
対
策
課
ま
た
は
四
市
複
合

事
務
組
合
事
務
局（
船
橋
市
福
祉

ビ
ル
５
階
）で
配
布
し
て
い
る
申

平成 21年
降下訓練始め

各種航空機からの降下・ヘリ戦技訓練展示 １月11日㈰午前11時～正午 習志野演習場
（演習場入口から会場までシャトルバス運行あり）
習志野駐屯地第１空挺団広報班☎（466）2141

し
尿
収
集
問
合
せ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
課
・

茜
浜
衛
生
処
理
場
☎（
4
5
4
）6
9
1
1

1
月

日 収　集　地　区　　

  5日㈪ 東習志野1・2・3・4 / 本大久保3・4・5 / 鷺沼台3・4
  6日㈫ 東習志野5・6 /実籾 5 /大久保 1・2
7日㈬ 実籾1・5・6 /大久保 3・4
8日㈭ 大久保 4 / 新栄 1・2
9日㈮ 実籾 1・2 / 津田沼 1・3・4・5
12日㈪ 成人の日
13日㈫ 実籾 2/ 津田沼 6・7/ 谷津町 1・4/ 藤崎 1
14日㈬ 実籾 2/ 藤崎 2
15日㈭ 実籾 3・4/ 東習志野 8/ 藤崎 3
16日㈮ 東習志野 8/ 藤崎 3
19日㈪ 東習志野 8/ 藤崎 4
20日㈫ 屋敷 1 / 藤崎 5・6・7
21日㈬ 屋敷 1 / 鷺沼 1・2・3・4・5
22日㈭ 屋敷 2 / 鷺沼台 2
23日㈮ 屋敷 3・4・5 / 谷津 2・3
26日㈪ 屋敷 5 / 谷津 4・5
27日㈫ 屋敷 5 / 花咲 1
28日㈬ 花咲 1・2/ 谷津 5
29日㈭ 実籾本郷 / 谷津 5・6
30日㈮ 実籾本郷 / 谷津 6・7

※
臨
時
し
尿
収
集
を
希
望
す
る
人
は
、く
み
取
り
日
の
前
日 

午
後
2
時
30
分
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

皆さんからのたくさんの応募
をお待ちしています。詳細は
広報習志野11月15日号をご
覧いただくか、企画政策課に
お問合せください。
期間：12月26日㈮（必着）まで
問合せ　企画政策課

愛称募集中！

込
書
で
、
四
市
複
合
事
務
組
合
事

務
局
へ

☎（
４
３
６
）２
７
７
２

谷
津
干
潟
の
日
実
行
委
員

月
1
回
程
度
の
会
議
に
出
席
し
、

行
事
の
決
定
・
進
行
な
ど

期
間
＝
1
月
〜
7
月

高
校
生

以
上

25
人

※
交
通
費
等
支
給
な
し

12
月
26
日
㈮（
消
印
有
効
）ま

で
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
は
が
き
ま
た
は
F
A
X

で
〒
275-

8601
鷺
沼
1
│
1
│
1
環

境
政
策
課
へ

（
4
5
3
）5
5
7
8

明
る
い
選
挙
啓
発

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

〈
課
題
〉低
学
年
＝
せ
い
じ
、
み
ら

い
、
あ
か
る
い
せ
ん
き
ょ
、
よ
い

せ
い
じ
、
と
う
ひ
ょ
う
、
高
学
年

＝
く
ら
し
と
政
治
、
投
票
日
、
正

し
い
一
票
、
み
ん
な
で
投
票
、
明

る
い
選
挙
、
清
き
一
票
、 

民
主
政

治
な
ど
※
作
品
は
選
挙
管
理
委

員
会
に
帰
属
し
、
選
挙
啓
発
に
利

用募
集
期
間
＝
１
月
５
日
㈪
〜
13

日
㈫

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
小
学

生（
１
人
１
点
）

書
初
め
用
紙
を
使
用
し
、
作

品
の
お
も
て
左
側
に
学
年
・
氏
名

を
、
う
ら
右
下
に
鉛
筆
で
学
校

名
・
学
年
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）を

記
入
し
、選
挙
管
理
委
員
会
へ

そ
の
他

日
本
政
策
金
融
公
庫
の

融
資
の
ご
案
内

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、
農
林
漁

業
金
融
公
庫
、
中
小
企
業
金
融
公

庫
お
よ
び
国
際
協
力
銀
行
と
統

合
し「
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融

公
庫
」に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

普
通
貸
付
・
第
三
者
保
証
人
等
を

借
金
の
返
済
に
困
っ
た
ら

　

消
費
者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
利
用
で
借
入
れ
が
膨

ら
み
、
返
済
に
困
っ
て
い
る
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

利
息
分
す
ら
払
え
な
い
、
さ
ら

に
新
た
な
借
入
れ
を
し
て
返
済

し
て
い
る
な
ど
の
場
合
、
債
務

整
理
の
必
要
が
あ
り
、
方
法
と

し
て
４
つ
あ
り
ま
す
。

 

任
意
整
理 

　

裁
判
所
を
通
さ
ず
、
債
権
者

（
消
費
者
金
融
、
信
販
会
社
、
個

人
な
ど
）と
債
務
者（
借
り
た

人
）が
返
済
金
額
や
期
間
な
ど

を
話
し
合
う
方
法
で
す
。
任
意

の
話
し
合
い
の
た
め
合
意
が

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

利
息
制
限
法
の
法
定
利
率
で
、

こ
れ
ま
で
の
借
金
を
再
計
算

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

柔
軟
に
減
額
・
支
払
い
回
数
等

の
交
渉
が
で
き
、
過
払
金（
返

し
す
ぎ
て
い
る
お
金
）が
あ
れ

ば
返
金
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 

特
定
調
停 

　

裁
判
所
が
債
権
者
と
債
務
者

と
の
間
に
立
っ
て
、
返
済
方
法

な
ど
を
調
整
す
る
方
法
で
す
。

　

任
意
整
理
と
同
様
に
、
法
定

利
率
で
再
計
算
し
た
金
額
を

も
と
に
返
済
計
画
を
決
め
て

い
き
ま
す
。
費
用
は
数
千
円
程

度
と
安
価
で
、
返
済
に
充
て
る

収
入
の
あ
る
人
が
利
用
で
き

る
方
法
で
す
が
、
過
払
金
の
返

還
請
求
は
特
定
調
停
で
は
困

難
で
す
。

 

個
人
再
生 

　

裁
判
所
が
認
可
し
た
再
生

計
画
に
基
づ
き
、
借
金
の
一
部

を
３
年
程
度
で
返
済
す
る
方

法
で
す
。
安
定
し
た
収
入
の
あ

る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
条
件

を
満
た
せ
ば
住
宅
を
手
放
さ

ず
に
済
み
ま
す
が
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
減
額
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

 

自
己
破
産 

　

裁
判
所
を
通
じ
て
借
金
の

支
払
い
を
免
除
し
て
も
ら
う

方
法
で
す
。
た
だ
し
、
不
動
産

や
生
命
保
険
な
ど
の
財
産
は

処
分
さ
れ
、
債
権
者
へ
の
返
済

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

債
務
整
理
の
手
続
き
は
、
多

く
の
場
合
弁
護
士
や
司
法
書

士
の
手
助
け
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
相
談
先
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
も
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。
解
決
し
な
い
借
金
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
４
５
１
）６
９
９
９

～パブリックコメント～
皆さんの意見をお聞かせください

習志野市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（素案）
　この計画は、平成26年度を見据え、平成21年度からの３カ年の高
齢者を中心とした福祉や介護など、各種施策（健康づくり、介護サービ
ス等の基盤づくり、高齢者が生きがいをもって安心して暮らせる地域
づくりなど）を明示した計画です。
【公表方法】高齢社会対策課・情報公開コーナー（市役所第四分室１階）
で閲覧・配布、市ホームページで公表
【募集期間】12月15日㈪～1月14日㈬[必着]
【提出方法】「習志野市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（素
案）に関する意見」・住所・氏名を記入し、持参・郵送・FAX・市ホーム
ページからの送信のいずれかで高齢社会対策課へ
【問合せ・提出先】高齢社会対策課
〒275-8601鷺沼１-１-１
FAX（453）9309

　市では、基本的な施策や条例等を策定する際に、その素案を公表
し市民の皆さんに意見を聞くパブリックコメント手続きを実施して
います。

不
要
と
す
る
融
資
制
度
・
新
創
業

融
資
制
度
の
年
末
資
金
に
つ
い

て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
船
橋
支
店

☎（
4
3
3
）8
2
5
2

療
育
相
談

股
関
節
・
骨
格
・
整
形
外
科
疾
患

等
に
つ
い
て
整
形
外
科
医
が
応

相
談　

無
料

12
月
22
日
㈪
午

後
2
時
〜
2
時
30
分
受
付

乳
幼
児

母
子
健
康
手
帳

習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
4
7
5
）5
1
5
1

交
通
事
故
・
犯
罪
か
ら

守
ろ
う
市
民
大
会

県
警
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
、
美
桜

か
な
子
シ
ョ
ー
、
腹
話
術
、
寸
劇

12
月
24
日
㈬
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分（
1
時
開
場
）
市

民
会
館

習
志
野
警
察
署

☎（
4
7
4
）0
1
1
0

精
神
保
健
福
祉
相
談

精
神
疾
患
や
心
の
健
康
に
つ
い

て
精
神
科
医
が
応
相
談　

予
約

制
・
無
料

１
月
７
日
㈬
午

後
2
時
〜
八
千
代
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
13
日
㈫
午
後
2
時
〜
習
志

野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
4
7
5
）5
1
5
1

１
月
に
上
場
株
式
電
子
化

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

上
場
会
社
の
株
券
を
お
持
ち
の

人
は
、
株
券
の
名
義
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
本
人
名
義
に
な
っ

て
い
な
い
と
株
主
の
権
利
が
失

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
名
義
書
換
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

日
本
証
券
業
協
会
証
券
決
済

制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
03（
3
6
6
7
）4
5
0
0

男
性
の
こ
こ
ろ
と

身
体
の
健
康
相
談

男
性
更
年
期
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

心
身
の
不
調
に
つ
い
て
専
門
医

が
応
相
談　

予
約
制
・
無
料

1
月
8
日
㈭
午
後
3
時
〜
５
時

習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

☎（
4
7
5
）5
1
5
1

「健康なまち習志野」の趣旨に沿って、市民が栄
養・運動・休養の3本柱に偏りのない生活習慣を
身に付ける「健康づくり」の実践活動を応援して
います。今回はウオーキングを実施しますので
ご参加ください。

問合せ　健康支援課　☎（453）2922
丑丑
うしうし

年も歩いて、福を招こう!! 年も歩いて、福を招こう!! 
ふらっと津田沼周遊コース（6km、105分）
保健会館別館スタート→鷺沼城址公園→慈眼寺
観音堂→根神社→企業局→菊田水鳥公園→JR
津田沼駅南口→京成津田沼駅商店街角→保健会
館別館到着
•日　時　1月26日㈪午前9時30分～（9時15分

受付開始）※雨天中止
•場　所　保健会館別館
•対　象　市内在住　
•定　員　30人（先着順）
•費　用　100円（保険料）※当日徴収
•持ち物　飲み物・タオル

歩きやすい服装・靴で
•申込み　1月13日㈫（必着）までに、往復は

がきに、住所・氏名・電話番号・「歩
く健康管理教室申込み」を記入し
〒275-0016津田沼5-14-24

　　　　　 健康支援課へ
（開催1週間前頃に申込者へ返送）

参加者
募集！

健康づくり推進協議会主催

歩く健康管理教室

コミュニティバス

広報習志野　2008.12.15
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広報習志野　2008.12.15

13 習志野市役所
☎（451）1151



広報習志野は再生紙と環境にやさしい大豆油インクを使用しています

•習志野かるた
•自転車等駐車場の利用登録受付

　　　　　　　　　ほか　　

習志野市
広報課

市の人口〒275-8601 習志野市鷺沼1-1-1　
☎ 047（451）1151 ㈹
FAX  047（453）9313
http://www.city.narashino.chiba.jp/

毎月２回 １日・15日発行

○総人口 ....... 160,351人　
○男 .................80,751人　
○女 .................79,600人　
○世帯数 ..........67,016世帯

H20.11.1現在
次号の予告
変更の場合あり

•年末申込み最終日　12月26日（金）
•年始申込み開始日　1月5日（月）
•申込み受付時間　　午前9時～午後4時

※臨時し尿収集の年末申込みは、12月25日（木）
　まで、年末最終日は12月26日（金）となります。
　年始は１月5日（月）からです。

※１月１日（木）～３日（土）は収集業務がお休みです。
※新栄・実籾・実籾本郷地区は1月12日（月）が祝日のため、1月14日（水）に臨時収集を行います。

※香澄・津田沼1・2・3丁目地区は12月23日（火）が祝日のため、12月25日（木）に臨時収集を行います。

※次の地区で有害ごみの臨時収集を行います。

※火・木・土曜日収集地区の年始開始日は1月4日（日）になりますのでご注意ください。

●燃えるごみ（一般家庭）

月・水・金
火・木・土

12月31日（水）
12月30日（火）

1月5日（月）
1月4日（日）

年 末 最 終 日 年 始 開 始 日

●資源物（一般家庭）
収集地区
月
火
水

12月29日
12月30日
12月24日

1月5日
1月6日
1月7日

●燃えないごみ（一般家庭）

年末最終日

年末最終日 各地区の12月２回目の収集日が年内最終日となります。

各地区の１月１回目の収集日が年始開始日となります。年始開始日

年末最終日
年始開始日

●有害ごみ（一般家庭）
年内の収集は終了しました。

各地区の１月の収集日が年始開始日となります。

年始開始日 収集地区
木
金
土

12月25日
12月26日
12月27日

1月   8日
1月   9日
1月 10日

年末最終日 年始開始日

粗大ごみ戸別収集（一般家庭）
粗大ごみ受付センター （４５３）７９７９

し 尿 の 収 集
茜浜衛生処理場 （４５４）６９１１

年始販売開始日１月6日（火）
受付時間　午前8時30分～

再 生 品 自 転 車 販 売
リサイクルプラザ （４５3）0530

12月27日（土）から１月4日（日）までの戸籍
の届出（出生届・死亡届など）は、市役所地
下１階警備員室でお預りします。

◆問合せ　市民課

戸 籍 の 届 出

固定資産税等第３期、国民健康保険料・介
護保険料と後期高齢者医療保険料の第６
期は、１月５日（月）が納期限です。納め忘れの
ないようお願いします。マルチペイメントによる
納付は、サーバー機器等のメンテナンスのため
１日(木)から３日(土)までできません。

市 税・国 保 料 等

市　民　相　談
12月30日（火）の法律相談はお休みします。
１月１日（木）の交通事故相談は８日（木）に振
替えます。
１月２日（金）の行政書士相談は9日（金）に振
替えます。
１月２日（金）の不動産相談はお休みします。
１月２日（金）の住宅相談は9日（金）に振替え
ます。
１月２日（金）の女性の生き方相談は26日（月）
に振替えます。
１月２日（金）の法律相談はお休みします。
ナイター相談は９日（金）に振替えます。

◆問合せ　すぐきく課
心配ごと相談は12月26日（金）から1月4日
（日）までお休みします。
◆問合せ　習志野市社会福祉協議会☎（452）4161

12月27日（土）から１月5日（月）までお休みし
ます。

◆問合せ　さくらの家☎（451）3566
芙 蓉 園☎（476）9596

さくらの家・芙蓉園

習  志  野  市

平常どおり

平常どおり

完全休業 完全休業
受付
祭壇の飾り付け

平常どおり

受付
遺体搬送・遺体保管

平常どおり（通夜無し）

平常どおり（通夜無し）

平常どおり

馬  込  斎  場

30日

31日

1 日

2 日

3 日

◆問合せ　社会福祉課

ご家庭でご不幸が生じた場合は、ご相談ください。
馬込斎場に直接電話予約することもできます。
馬込斎場☎（438）1151　

12月28日（日）から１月4日（日）の午前９時から
正午まで習志野市休日急病歯科診療所［保
健会館向かい☎（451）4100］で診療を行いま
す。

歯 科 診 療

◆問合せ　健康支援課

年末・年始の市役所の仕事

収　集　地　区

受入時間　午前9時～11時30分　午後１時～4時

年末最終日 年始開始日
12月30日（火） 1月  5日（月）

清掃工場へのごみの持込み
クリーンセンター  施設課 （４５１）１７９３

※最終日は混雑いたします。

12　
月

1　
月

12月27日（土）から１月4日（日）までお休みし
ます。　

社会福祉協議会

◆問合せ　習志野市社会福祉協議会☎（452）4161

スポーツ振興協会管理体育施設の年内利用
は12月28日（日）午後1時（テニスコートは午後
0時30分）まで、年始は1月4日（日）午後1時
（テニスコートは午後0時30分）から。

スポーツ振興協会

◆問合せ　㈶習志野市スポーツ振興協会☎（452）4380

図 書 館

◆問合せ　社会教育課
12月29日（月）から１月5日（月）まで休館します。

富士吉田青年の家

◆問合せ　富士吉田青年の家
☎０５５５（23）６８５３

12月29日（月）から１月３日（土）まで休所します。

あづまこども会館

◆問合せ　あづまこども会館
☎（４７７）９０７７

12月29日（月）から１月３日（土）まで休館します。

青少年センター

◆問合せ　青少年センター
☎（４５２）０９１９

12月27日（土）から１月4日（日）まで休所します。◆問合せ　税制課

◆問合せ　社会教育課
12月29日（月）から１月3日（土）まで休館します。

公民館・市民会館・コミュニティ
センター・ゆうゆう館

葬 祭 業 務

＊市役所ホームページにも「年末・年始の
  市役所の仕事」を掲載しています。

年末年始も習志野市急病診療所［津田沼５
‐14‐24 保健会館１階☎（451）4205］で、毎日
午後８時から午後11時まで、診療を行います。
※夜間・休日に急な病気でお困りのときは、テ
レホンサービス☎（452）0881をご利用ください。

急　病　診　療

◆問合せ　健康支援課

＊市役所は、12月27日（土）から1月4日（日）までお休みです。
【ごみの収集】

問合せ　クリーンセンター業務課　 （453）5374

年末・年始の市役所の仕事

１月17日（土）＝鷺沼、谷津5・6丁目、谷津町
１月19日（月）＝泉町、大久保３・４丁目、屋敷

１月15日（木）＝藤崎
１月16日（金）＝本大久保
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